
3)Tsuchida.J.,Kubo,N.&Kojima,S.(2000)PositionreversalleaninginagedJapanesemacaques.

COEIntemationalSymposium "Developmentandagingofprimates''(Nov.2000,Inuyama).

Abstractsp.48.

-和文-

1)泉明宏 (2000)ニホンザルにおける和音の弁別.日本心理学会第 64回大会 (2000年 11月,
京都).発衣論文兆 p.364.

2)泉明宏 ･板創 百二 ･友永雅己 ･明和政子 ･田中正之 ･松沢哲郎 (2000)チンパンジー新生児

における聴覚フィー ドバックによるサッキング反応のコントロール.第3回サガ･シンポジ

ウム ｢大型類人猿の研究 ･飼育 ･自然保護一現状と未来-｣(2000 年 11月,犬山).

3)小鴨群三 (29,00)チンパンジーの聴党一視党見本合わせの特徴について･日本動物心理学会
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理学会第64回大会シンポジウム ｢現代心理学のクロスロード(1)｣(2000年11月,京都).請
文集 p.35.

6)中村克樹 ･佐藤暢哉 (2000)アカゲザルの視線検出システム.第 16回日本霊長煩学会大会

(2000年7月,名古屋).霊長類研究 16(3):271.

7)中相克樹 (2000)顔の認識に関与する脳領域.第 12回日本脳循環代謝学会シンポジウム｢高

次機能の可視化技術 :最近の進歩｣(2000年 12月,仙台).

8)中山桂･後藤俊二 ･倉岡康治 ･中村克樹 (2000)ネガティブな情動反応を生起させる状況下

でのアカゲザルの鼻部表面温度変化.日本動物行動学会第 19回大会 (2000年 11札 彦根).

日本動物行動学会第 19回大会予稿集 p.44.

9)土田順子 ･久保南海子 ･小嶋群三 (2000)老齢ニホンザルにおける連続位位逆転学習.日本

心理学会第64回大会 (2000年11月,京都).発表論文集 p.686.

行動発現分野

三上章允 ･脇田真清

く研究概要>

A)視覚誘導性急速眼球運動に関与する脳内機構の研究

三上輩允 ･井上雅仁 l)

視覚訪中性急速眼球運動をPET計測によって調べ､注恋のシフトが多いほどifql頂連合野お
よび前DTL迎合野の活動が高まることを示した.

B)学習課超遂行中のニューロン活軸の時間特性とニューロン･タイプ判定

三上帝允 ･拍野俊平 2).加藤啓一郎 2)･妾 英男 3)･松元まどか 2)

学習課遁遂行中に細胞外記録 したニューロン活動のバース ト発射を手掛かりとして大脳皮

Tr内局所回路を解析 し､抑制性介在細胞を識別する手法を開発した0
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C)色盲ザルの捕獲調査と生理学的同定

三上章允 ･竹中 修 4)･後藤俊二5)･加藤啓一郎 ･花揮明俊 6)･

小松英彦 6)･山森哲雄 7)･小池 智 8)･大西 暁9)

インドネシアで色盲のカニクイザルの網膜電図 (ERG)計測を行ない､遺伝子レベルで色盲

であることの予測された個体の網膜に長波長に感受性を持つ視細胞が欠如することを確認した｡

D)前頭葉障害患者の機能テスト

三上孝允 ･鈴木恒彦 10)･林 克樹 11)･測 雅子 11)･久保田 競 12)

前頭葉に障害のある患者さんで､様々な前頭葉機能をテストし､障害部位と各種機能障害と

の関係を解析した｡

E)ナン六ンジー脳の発達過程

三上孝允 ･西村 剛2)･田中正之 13)･友永雅己 13)･松沢哲郎 13)･鈴木樹理5)･

加藤朗野 5)･松林清明5)･後藤俊二 ･橋本ちひろ5)

平成 12年度に出生した3頭のチンパンジー脳形態の発達をMRIを用いて計測し､発達に

伴う脳サイズの拡大と髄鞘化の進行､およびその部位差を調べた｡

F)弁別訓練が視覚皮質受容野の活動特性に及ぼす影響

脇田真清

光学測定法を用いてサル視覚皮質の観察を行った｡ 除去した硬膜のかわりにシリコン膜を

用いることよって､ 長期にわたり観察可能な状態に維持できること確認した｡

G)図形識別を担う視覚情報処理経路の研究

海野俊平 ･長坂泰勇 14)･井上雅仁 ･三上章允

図形弁別課題を訓練したサルに､Shape･from-motionによる図形を用いた課題を行わせ､

図形知覚が生じる条件を調べた｡またサルの下部側頭皮質から課題遂行中の神経細胞活動を記録

した｡

H)報酬や嫌悪刺激への前部帯状回の関与

加藤啓一郎 ･三上孝允

アカゲザルの前部帯状回から神経細胞活動を記録し解析を行った0

Ⅰ)視覚探索課題遂行中の第Eg次視覚野の神経細胞活動

猿渡正則 2)･三上章允

視覚系が目標を捉える際の視覚野の関与を検討するため､アカゲザルに視覚探索課題を訓練

し､課題遂行中に第四次視覚野から単一神経細胞活動を記録した｡第四次視覚野には､受容野内

に呈示された刺激が同一にも関わらず､課題が探索課題であるか非探索課題であるかにより視覚

応答が変化する細胞が見られた｡また､探索課題において受容野内の刺激が目標刺激であるか妨

害刺激であるかによっても､活動が変化するものが見られた｡本研究により第四次視覚野が目標

を選択する過程に関与していること､また目標の保持に貢献していることが示唆された｡
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J)報酬と嫌悪に関する脳内機構の解明

細川貴之 2)･三上章允

遅延対連合課題 (DelayedPairedAssociationTask)をアカゲザルに学習させた.

K)順序情報の情報処理機構の研究

井上雅仁 ･三上串允

視覚刺激の提示順序の情報の記憶を要する課題遂行時のサルの前頭連合野から､神経細胞活

動を記録し解析を行った｡
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3)Mikami,A.,Kato,K.,Unno,S.&KangiY.(2000)Oscillationinthemonkeycortex.International

SymposiumonInter-arealFunctionalcoupling(Dec･2000,Kyoto)･Abstractsp.34.

4)Unno,S.,Nagasaka,Y･,Inoue,M･&Mikami,A･(2000)Neuronalactivitiesselectivetoshapes
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分子生理研究部門

器官調節分野

林 基治 ･目片文夫 ･大蔵 聡 1)･清水慶子

<研究概要>

A)霊長類脳内生理活性物質一分布特性と発生 ･発達 ･加齢

林 基治 こ大平排司 2)･森 琢磨 3)･山下大輔 3)･清水慶子 ･光永捻子 4)･伊藤麻里子 5)

(1)胎生 120日､ 新生児期､ 成熟期のマカクサル前流前野の抽出液にBDNFを作用させ

ると､胎生 120日ではTK+〝K+と100kD〟100kDaのホモダイマー､ 新生児期ではTK+〝K+

とTK･〝Ⅹ･のホモダイマー､ 成熟期ではTX+〝K･のヘテロダイマーが形成された｡ 従ってマ

カク亘ル大脳皮質におけるTrkBのダイア-形成は､ 発達に伴って変化することが明らかにさ

れた｡ ノ

(2)マカクサル大脳皮質におけるBDNFとNT･3の遺伝子発現をRT-PCRを用いて解析し

た｡その結果､BDNFmRNA は胎生期から成熟期へ順次増加するが､NT･3mRNA は胎生期に

多く成熟期まで急激に減少することが明らかになった.以上の結果､BDNFは生後におけるサ

ル大脳皮質の発達に重要なことが判明した｡

(3)マカクサル大脳皮質におけるBDNFとNT-4タンパク質の発達を酵素免疫測定法により

測定した｡その結果､BDNFはシナプス数の最大となる生後 2-4ケ月に最も多く､NT･4は神

経ペプチ ドの多い胎生 140日に最も多かった｡以上の結果､BDNFは大脳皮質におけるシナプ

ス形成に､NT-4は神経ペプチ ドの発現に関与することが示唆された｡

-62-


